
出典）国勢調査 
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沿線市町※では圏央道とのシナジー効果により、 

雇用者数が約1.5倍、 製造品出荷額が約1.8倍 
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全線暫定 
２車線開通 
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○全線４車線開通により渋滞が緩和し、北利根工業団地から五霞ICまでの所要時間が５分短縮するなど、物流の効率
化に貢献。 

○圏央道整備と相まって、バイパス周辺では全線暫定２車線開通前と比較して人口が約１０万人増加、雇用者数が約７
万人増加、製造品出荷額が約６，０００億円増加するなど、地域産業の成長に貢献。 

国道４号 春日部古河バイパスのストック効果 

沿道市町※の雇用者数および製造品出荷額の変化 

出典） 工業団地等の位置：埼玉県工場適地図（平成26年度版）、茨城圏央道産業コンプレックス基本計画（H25.4）、 

 圏央道沿線ナビホームページの産業情報をもとに作成。 

出典） 工業団地等の区分：沿線自治体のホームページ及びヒアリング結果をもとに作成。（平成27年2月4日時点）   
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出典）雇用者数：国勢調査、製造品出荷額：工業統計 
※ 国道４号春日部古河バイパス沿線市町：（茨城県内）古河市、境町、五霞町 （埼玉県内）幸手市、杉戸町、春日部市[周辺状況図(左図)における黄着色部] 

北利根工業団地 
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沿道市町※の人口の変化 所要時間の変化 

出典）国勢調査 
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９分 

約５分短縮 

資料：プローブデータ 
    ４車線開通前：平成26年7月･平日12時間平均 
    ４車線開通後：平成27年7月・平日12時間平均 
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沿線市町では雇用者数が約1.2倍 

全線暫定 
２車線開通 
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春 日 部 古 河 バ イ パ ス の 周 辺 状 況  

※ 国道４号春日部古河バイパス沿線市町： 
  （茨城県内）古河市、境町、五霞町 （埼玉県内）幸手市、杉戸町、春日部市[周辺状況図(左図)における黄着色部] 

沿道市町※の人口の変化 所 要 時 間 の 変 化  
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9分 

約５分短縮 

資料：プローブデータ 
    ４車線開通前：H26.7･平日12時間平均 
    ４車線開通後：H27.7・平日12時間平均 

[北利根工業団地 ⇒ 五霞IC] 

（分） 

沿 道 市 町 ※ の 雇 用 者 数 お よ び 製 造 品 出 荷 額 の 変 化  

４車線 
開通前 

４車線 
開通後 

全線暫定２車線開通 
(S60年度) 

出典）雇用者数：国勢調査、製造品出荷額：工業統計 
出典） 工業団地等の位置：埼玉県工場適地図（平成26年度版）、茨城圏央道産業コンプレックス基本計画（H25.4）、 圏央道沿線ナビホームページの産業情報をもとに作成。 
出典） 工業団地等の区分：沿線自治体のホームページ及びヒアリング結果をもとに作成。（平成27年2月4日時点）   
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圏央道：境古河IC～つくば中央IC 

平成２８年度 開通予定 

■春日部古河バイパスと周辺の主な
工業団地等の変遷 

都市計画決定 
【茨城県区間】 S46.1 

S46.3 
都市計画決定 
【埼玉県区間】 

春日部古河バイパス 主な工業団地等 

配電盤茨城団地 
及び周辺地区 
S37：分譲開始 

仁連地区 
分譲開始時期未定 

S49 
年度 

事業着手 
【埼玉･茨城区間】 

S59.3 
まで 

暫定2車線全線 
開通【埼玉県区間】 

S60.3 
まで 

暫定2車線全線 
開通【茨城県区間】 

H18 
年度 

4車線化整備着手 
【埼玉県区間】 

6車線化整備着手 
【茨城県区間】 

江川 
S46：造成着手 

幸手 
S56：造成着手 

幸手ひばりヶ丘 
S63：造成着手 

H27.3 

完成4車線全線開通 
【埼玉区間】 

暫定4車線全線開通 
【茨城県区間】 

関宿はやま 
H8：分譲開始 

杉戸屏風深輪 
H27.6：造成着手予定 

杉戸深輪 
H7：造成着手 

柳橋地区 
分譲開始時期未定 

古河名崎 
H22：分譲開始 

北利根 
S38：分譲開始 

五霞IC周辺 
H26：事業着手 

幸手中央 
H23：造成着手 

凡 例

企業立地済み

企業立地中（予定も含む）

企業立地済み(S55以降) 

企業立地中(予定も含む) 

(万人) 

約１０万人増加 

(万人) (百億円) 約７万人増加 約６，０００億円増加 

全線暫定２車線開通 
(S60年度) 

全線暫定２車線開通 
(S60年度) 

沿線市町全体 

沿線市町全体の伸び率(対S55比) 

茨城県・埼玉県全体注)の伸び率(対S55比) 
 注）圏央道･春日部古河バイパス沿線地域を除く 

(伸び率) 

(伸び率) 
(伸び率) 




